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Fig. 1. (a) Computed tomography revealed hypervascular tumor in the kidney. Arrows indicate the
tumor. (b) Microscopic findings of the renal tumor.
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A 63-year-old male with a past history of left nephrectomy due to clear cell renal cell carcinoma at the

age of 57 was admitted for further evaluation. Enhanced abdominal computed tomography revealed that

there were several hypervascular tumors in the pancreas and a single hypervascular tumor in the gallbladder.

Laparoscopic cholecystectomy was performed to obtain pathological diagnosis. Microscopically, the tumor

in the gallbladder was filled with clear cells and was diagnosed as metastatic gallbladder cancer from the

previous clear cell renal cell carcinoma. Metastatic renal cell carcinoma to the gallbladder is extremely rare,

with reported frequencies of less than 0. 6% in 687 autopsies. We herein report a case in which

cholecystectomy enabled a successful diagnosis and review the reported 22 cases in Japanese patients.

(Hinyokika Kiyo 62 : 253-257, 2016)
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緒 言

腎癌は稀な転移を来たすことの多い疾患ではある

が，腎癌687例の剖検の報告例において腎癌胆嚢転移

は 4例のみしか認めておらずきわめて稀とされる．今

回われわれは，腹腔鏡下胆嚢摘除によって診断された

腎癌胆嚢転移の 1例を経験したので文献的考察を加え

て報告する．

症 例

患 者 : 63歳，男性

主 訴 : なし

既往歴 : 陳旧性心筋梗塞，糖尿病，高血圧，アメー

バ赤痢

家族歴 : 特記事項なし

現病歴 : 2008年 4 月当院にて径 8 cm 大の左腎癌

（cT2N0M0）（Fig. 1a）に対して腹腔鏡下根治的腎摘

除術を施行した．病理組織学的所見は淡明細胞型腎細

胞癌，pT2，G1＞G2，ly0，v0 であった（Fig. 1b）．

以後，当科外来で 3カ月ごとの定期受診，および 6カ

月ごとの CT 検査による画像評価にて経過観察してい

た．2014年 1月 CT 検査にて胆嚢腫瘤と多発性膵腫瘤

を認めたため，2014年 2月精査加療目的に当院消化器

内科入院となった．
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Fig. 2. Computed tomography revealed hypervascular tumor in (a-c) the pancreas and (d) the gallbladder.
Arrows indicate the tumor. (e) Ultrasound revealed a solid tumor in the gallbladder. Arrow indicates
the tumor.

入院時現症 : 身長 173 cm，体重 69 kg，血圧 120/74

mmHg，体温 36.7°C，表在リンパ節触知せず，腹部

は平坦・軟．

入院時検査所見 : 下記のごとく，軽度の貧血および

腎機能低下を認めた他は肝機能，腫瘍マーカーともに

正常範囲内であった．検尿に異常所見なく，尿細胞診

も陰性であった．

末梢血液 : WBC 8, 220/mm3，Hb 14. 6 g/dl，Ht

45％，PLT 22.7×104/mm3

血液生化学 : Cr 1. 13 mg/dl，CRP 0. 10 mg/dl，

AST 22 IU/l，ALT 19 IU/l，T-bil 0.7 mg/dl，γGTP 32

IU/l，ALP 367 IU/ml，LDH 169 IU/l，Amy 120 IU/l

腫瘍マーカー : CEA 2 ng/ml（0.4∼4.6 ng/ml），

CA19-9 23 U/ml（0∼40 U/ml），sIL2-R 552 U/ml（145∼

519 U/ml）

画像検査所見 : 腹部造影 CT で膵臓に多発する

hypervascular な腫瘤性病変を認め（Fig. 2a∼c），同様

に胆嚢にも hypervascular な腫瘤性病変を認めた（Fig.

2d），腹部超音波検査では胆嚢内腔に突出する不均一

な実質性エコーを有する腫瘍を認めた（Fig. 2e）．

入院後経過 : 膵腫瘤に対しての超音波内視鏡下穿刺

吸引細胞診は胆嚢腫瘍に対する組織診断よりも比較的
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Fig. 3. Microscopic findings of the gallbladder tumor. Paraffin-embedded sections were stained with (a)
hematoxylin and eosin, (b) CK7, (c) CK20, and (d) CD10.

容易と判断されたため，まず穿刺吸引細胞診を 2回施

行したが，細胞学的には悪性所見を認めなかった．そ

こで病理学的診断をえるため2014年 5月腹腔鏡下胆嚢

摘出術を施行した．病理組織像はHE 染色にて小型異

型核と淡明胞体を有する腫瘍細胞を認めた（Fig. 3a）．

これは過去の腎細胞癌の HE 染色像（Fig. 1b）と類似

しており，免疫組織染色では CK7 陰性（Fig. 3b），

CK20 陰性（Fig. 3c），CD10 陽性（Fig. 3d）であった

ことから淡明型腎細胞癌からの胆嚢転移と診断した．

膵腫瘤に対しては腎癌の転移である可能性が高かっ

たが，穿刺吸引細胞診で細胞学的に悪性所見を認め

ず，患者の希望もあり厳重に経過観察していた．胆嚢

摘出術後16カ月目に 16 mm から 25 mm に膵腫瘍の増

大を認めた．これらの経過により最終的に，腎癌胆嚢

転移と多発膵転移と診断し，術後16カ月経過した2015

年 8月より薬物療法による全身療法を開始し， 3カ月

間継続中である．

考 察

腎癌の転移は肺，骨，肝臓，脳，副腎，対側腎が多

いとされている1)．腎癌 687例の剖検中， 4 例

（0.58％）のみに胆嚢転移を認めたとの報告があり2)，

腎癌の胆嚢への転移はきわめて稀であるとされる．こ

れら 4例は同時に肺転移も認めている．また転移性胆

嚢腫瘍の原発臓器は，胃・肝臓・膵臓が多く，腎臓は

0.3％と報告されており3)，欧米では悪性黒色腫が最

も多いといわれている4)．

転移性胆嚢癌の画像診断上の特徴として，○1 造影

CT 検査では，きわめて hypervascular な polypoid 病変

として描出されること，○2超音波検査では粘膜下腫瘍

を反映し腫瘍表面に高エコー帯を伴っていること，な

どが診断上重要とされている5)．原発性胆嚢癌の画像

的特徴として，○1造影 CT 検査では，病変部は造影剤

による増強効果を認め，ダイナミック CT の動脈優位

相で早期濃染を呈し，門脈優位相から平衡相では増強

効果が低下するものが多い6)とされ，○2超音波検査で

は，胆嚢内腔へ隆起した腫瘤像，胆嚢壁へ広茎に付

着，腫瘤部のエコーレベルの低下，不均一なエコーパ

ターンが特徴的であるといわれている．

本症例の場合，造影 CT 検査で著明な腫瘍濃染像を

呈しており，polypoid 病変といえるため，転移性胆嚢

腫瘍がもっとも考えられたが，超音波検査では粘膜下

腫瘍を疑う所見を認めなかったため，原発性のもので

あるか転移性のものであるのか質的診断をつけること
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Table 1. Reported 22 cases of renal cell carcinoma with metastases to the gallbladder in Japan

報告年 報告者 年齢 性別 原発巣手術からの期間 術前診断 手術術式 転移病巣 予後

1978 及川ら 70 女 同時 肝癌胆嚢浸潤 胆摘 対側腎 6カ月生存

1990 寺島ら 61 男 同時 胆嚢癌 拡大胆摘 骨 2カ月死亡

1991 Satoh, et al. 71 男 同時 胆嚢癌 or 転移 拡大胆摘 膵臓 19カ月生存

1995 藤井ら 69 男 同時 胆嚢癌 or 転移 拡大胆摘 副腎 3カ月生存

1996 垣本ら 53 男 4年前 胆嚢癌 胆摘 不明 不明

1997 内山ら 64 男 3年前 胆嚢癌 or 転移 胆摘 対側腎 7カ月生存

2001 植木ら 69 女 同時 転移 拡大胆摘 なし 7カ月生存

2002 Aoki, et al. 63 男 27年前 胆嚢腫瘍 胆摘 なし 不明

2002 Aoki, et al. 80 男 8年前 胆嚢腫瘍 胆摘 不明 不明

2002 我喜屋ら 68 男 15年前 胆嚢癌 or 転移 胆摘 対側腎 1年生存

2003 宮城ら 53 男 10年前 胆嚢腫瘍 or 転移 胆摘 なし 不明

2003 白井ら 72 女 17年前 胆嚢腫瘍 胆摘 不明 不明

2004 白倉ら 64 男 同時 胆嚢腫瘍 胆摘 なし 不明

2004 徳山ら 67 男 同時 胆嚢癌 or 転移 胆摘 肺・骨 3年死亡

2006 Ishizawa, et al. 73 男 5年前 胆嚢癌 胆摘 なし 不明

2006 竹林ら 76 男 7年前 胆嚢癌 胆摘 なし 不明

2006 竹林ら 60 女 8年前 胆嚢癌 or 転移 拡大胆摘 肝臓 不明

2008 Nojima, et al. 61 男 同時 転移 胆摘 なし 10カ月生存

2009 Noriaki, et al. 63 男 同時 胆嚢癌 or 転移 拡大胆摘 なし 1カ月生存

2010 京極ら 63 男 同時 胆嚢癌 or 転移 拡大胆摘 なし 34カ月生存

2012 黒上ら 74 女 10年前 胆嚢癌 or 転移 胆摘 なし 不明

2015 自験例 63 男 6年前 胆嚢癌 or 転移 胆摘 膵臓 16カ月生存

は困難であったといえる．

病理組織像としては淡明型腎細胞癌の胆嚢転移およ

び胆嚢原発の淡明細胞腺癌は，ともにHE 染色では淡

明細胞の集簇像を呈することからこれらの鑑別が困難

である．CK20 は腎癌胆嚢転移と胆嚢明細胞腺癌では

ともに陰性となるため両者の鑑別には利用できない

が，他臓器由来の癌を除外するのに有用であるとされ

ている7)．腎癌胆嚢転移は免疫組織染色において

vimentin，CD10 が陽性となり CK7 は陰性である．胆

嚢明細胞腺癌では CK7 が陽性となるため判別に有用

であるとされており8)，本症例においても免疫組織染

色は鑑別に有用であった．

胆嚢腫瘍では通常，1 cm 以上の胆嚢腫瘤を認める

場合，悪性腫瘍の可能性が高いため胆嚢摘出による加

療が一般的とされている9)．単一施設での胆嚢悪性腫

瘍417例を検討した報告10)において20例（4.8％）が

転移性であったと述べている．その原発巣としては胃

3 例，大腸直腸 3 例，肝臓，腎，皮膚がそれぞれ 2

例，肝外胆管，子宮頸部，虫垂がそれぞれ 1例ずつで

あった．転移性胆嚢癌の診断からの生存期間の中央値

は8.7カ月，また多変量解析による予後良好と思われ

る因子は切除断端陰性であり，予後不良と思われる因

子は急性胆嚢炎であったと報告している．本症例にお

いては，膵腫瘍を同時に認めているが胆嚢腫瘍の切除

断端は陰性であり，その後の急性胆嚢炎発症リスクを

回避したこと，病理学的診断を得られたことから，胆

嚢摘出は有意義であったと考えている．

腎癌胆嚢転移の観点からは Chung ら11)が自施設例

4例を含めた33例の腎癌胆嚢転移についての欧米での

報告が非常に参考になる．胆嚢腫瘍径の中央値は 3

cm（1.1∼7.5 cm）と全例 1 cm 以上であった．診断

された年齢の中央値は63歳であり，27例（82％）が男

性であった．病理組織学的に明らかであったものはす

べて淡明型腎細胞癌であった（27例，85％）．腎癌と

同時に胆嚢転移を認めたものは11例で，そのうち，胆

嚢転移のみ認めた例は 6例であった．腎癌の術後に胆

嚢転移を認めた22例のうち， 7例が胆嚢への単独転移

であった．他の臓器への転移を認めた例においてその

内訳は，対側腎30％，膵臓21％，肺18％，副腎18％，

リンパ節 9％が主な転移巣であった．13例の腎癌胆嚢

単独転移例のうち，経過の記載のあった 8例について

の生存期間は0.1∼ 6年（中央値1.1年）であり，他疾

患にて死亡した 1例を除いて全例癌なし生存してい

た．これらのことからも胆嚢単独転移であれば積極的

に手術によって摘出することが生存に寄与するものと

考えている12)．一方，胆嚢転移が多発転移の 1 つで

あった場合には20例のうち詳細の明らかな14例におい

て 2年（中央値0.2∼11年）の術後観察期間で 8例が

生存し， 5例が腎癌による死亡， 1例が他疾患により

死亡していることからも比較的予後は良好ではないか

と推察される．

以上のことから 1 cm 以上の胆嚢腫瘤を認めた場
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合，特に無症状であれば，原発，転移に関わらず胆嚢

摘出術は適切な治療であるといえる．われわれの調べ

えた限りでは，本邦において腎癌胆嚢転移は自験例を

含めてこれまで22例の報告がある（Table 1）．胆嚢単

発転移が10例，多臓器転移が 9例，記載なしが 3例で

あった．原発巣の手術から20年以上経過した後に胆嚢

単発転移を認めた症例もあった．積極的に腎癌の胆嚢

転移と術前診断を行えた例は少なく，胆嚢腫瘍による

急性胆嚢炎を併発している症例もあった．骨・膵臓・

肺など胆嚢以外に多臓器転移を認めている症例におい

ても自験例と同様に22例全例において胆嚢摘出術が施

行されていた．急性胆嚢炎を未然に回避するために

も，また病理学的診断を得るためにも，腎癌胆嚢転移

を疑えば胆嚢摘出術は有用であると思われる．

結 語

腎摘除 6年後に発生した腎癌胆嚢転移の 1例を経験

した．胆嚢摘出による病理学的診断が治療方針の決定

に有用であった．

本論文の要旨は第230回日本泌尿器科学会関西地方会にお

いて報告した．
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